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茨城県本部はプロバスケットボールのスポンサーゲーム
でオリジナル品種の米「ふくまる」を手渡しＰＲ（２面）

米国ロサンゼルス市近郊に設立した食肉加工施設
（２面）

飛騨牛銘柄推進協議会30周年で今後の発展を願い鏡開きをする同協議会の足立能夫会長（岐阜県本部運
営委員会会長、右から3人目）と全農の桑田義文常務（同2人目）ら（６面）

5

このキャラクターの詳細は紙面のどこかに…

7

8

ニュース＆トピックス（ＪＡ全農インターナショナル㈱、茨城県本部）
ニュース＆トピックス（肥料農薬部・生産資材部、営農・技術センター）
ＪＡズームイン（ＪＡ越後ながおか）
県本部だより（広島県本部）
青果情勢（園芸部）
コミュニケーション（広報部、ＪＡタウン）

飛
騨
牛
銘
柄
推
進
協
議
会
が
30
周
年

2
面
米国に設立した食肉加工施設が３月から稼動
和牛を顧客ニーズに対応し加工、輸出拡大を図る

6面



News!

News!

県のオリジナル米品種「ふくまる」や全農をＰＲ！

米国に設立した食肉加工施設が３月から稼動

プロバスケットボールスポンサーゲームを開催

和牛を顧客ニーズに対応し加工、輸出拡大を図る

茨城県本部

ＪＡ全農インターナショナル㈱

　
茨
城
県
本
部
は
2
月
17
、18
の
両
日
、水
戸
市
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

B
2
リ
ー
グ
戦「
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ 

v
s
ラ
イ
ジ
ン
グ
ゼ
フ
ァ
ー
福
岡
」の
ス
ポ
ン
サ
ー
ゲ
ー
ム
を
行
い
、2

日
間
で
2
7
0
0
人
の
観
客
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
全
農
グ
ル
ー
プ
は
、米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
近
郊
に
設
立
し
た
食

肉
加
工
施
設
を
3
月
か
ら
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。和
牛
を
自
前
の
施
設
で

カ
ッ
ト
す
る
と
い
う
、他
社
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
取
り
組
み
で
輸

出
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
茨
城
県
本
部
は
、「
サ
イ
バ
ー

ダ
イ
ン
茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
」と

2
0
1
5
年
か
ら
ス
ポ
ン
サ
ー

契
約
を
結
び
、
地
元
農
畜
産
物

の
魅
力
や
全
農
の
事
業
へ
の
理

解
醸
成
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。会
場
で
は
、茨
城
県
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
米「
ふ
く
ま

る
」の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
両
日
と
も
先
着
1
0
0
0

人
の
来
場
者
に
精
米
3
0
0
㌘

を
贈
り
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
へ
も「
ふ
く
ま
る
」

2
0
0
㌔
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
、
物
流
拠
点
の
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
国
際
空
港
や
港
か
ら

車
で
約
30
分
の
好
立
地
に
あ
り

ま
す
。
昨
年
11
月
、
全
農
の
米

国
子
会
社
、
全
農
ア
メ
リ
カ
㈱

と
現
地
卸
売
会
社
の
合
弁
で
食

肉
加
工
販
売
会
社
・
P
&
Z 

F
I
N
E 

F
O
O
D
S
を
設
立

し
、
加
工
施
設
の
稼
働
開
始
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
、
日
本
か
ら
の
牛

肉
は
輸
出
時
の
ま
ま
の
10
㌔
の

ブ
ロ
ッ
ク
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、

鈴
木
広
志
副
本
部
長
は
、「
ふ
く

ま
る
は
、粒
が
大
き
く
、冷
め
て

も
固
く
な
り
に
く
く
、
温
か
い

ご
飯
は
も
ち
ろ
ん
、
お
に
ぎ
り

や
お
弁
当
に
も
ぴ
っ
た
り
。チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
、
来
場
者
の
皆
さ

ん
の
力
と
な
り
、
Ｂ
１
リ
ー
グ

昇
格
を
も
た
ら
す
大
粒
の『
福
』

と
な
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
試
合
の
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
時
に

は
、
チ
ア
ガ
ー
ル
が
投
げ
込
む

カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た

観
客
に
、
茨
城
県
本
部
の
農
業

体
験
型
レ
ジ
ャ
ー
施
設「
ポ
ケ
ッ

ト
フ
ァ
ー
ム
ど
き
ど
き
」で
提
供

し
て
い
る
手
作
り
の
ソ
ー
セ
ー

ジ
と
パ
ン
の
セ
ッ
ト
と
交
換
で

き
る
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画

を
実
施
し
た
ほ
か
、茨
城
ロ
ボ
ッ

ツ
が
運
営
す
る
飲
食
店
が
出
張

販
売
し
、全
農
ブ
ラ
ン
ド「
お
米

の
ミ
ル
ク
」を
使
っ
て
作
っ
た

「
お
米
の
ミ
ル
ク
の
パ
ン
ナ
コ
ッ

タ
」を
提
供
し
ま
し
た
。

卸
売
会
社
な
ど
の
大
規
模
な
販

売
先
で
な
け
れ
ば
使
い
切
れ
な

い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
施
設
で
カ
ッ
ト
し
た
製
品

を
販
売
す
る
こ
と
で
、
使
用
量

が
少
な
い
外
食
店
や
小
売
店
、

家
庭
向
け
e
コ
マ
ー
ス（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
）な
ど
へ
販
路

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
米
国
で
よ
く
見
ら
れ

る
厚
切
り
で
は
和
牛
を
味
わ
う

に
は
不
向
き
の
た
め
、
こ
の
施

設
で
和
牛
に
合
っ
た
薄
切
り
な

ど
に
加
工
し
た
製
品
を
販
売
す

る
こ
と
で
、
和

牛
の
消
費
拡
大

を
図
り
ま
す
。

　

全
農
グ
ル
ー

プ
は
、
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み

を
通
じ
、
今
後

と
も
国
産
農
畜

産
物
の
輸
出
拡

大
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
の
眞
庭

城
聖
主
将
㊧
に「
ふ
く
ま
る
」を
贈
る

鈴
木
副
本
部
長

10㌔ブロックをカットカットした食肉のイメージ

米国ロサンゼルス市近郊に設立した食肉加工施設
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News!

News!

栽培技術講演やコスト低減資材を紹介

LPガス担当者の技能習得を支援

九州地区「第２回いちご研究会」を開催

ガス機器メンテナンス講習を開催

肥料農薬部・生産資材部

営農・技術センター（燃料研究室）

　
全
農
九
州
営
農
資
材
事
業
所
は
2
月
21
日
、福
岡
市
内
で
J
A
の
営

農
指
導
員
を
対
象
に「
第
2
回
い
ち
ご
研
究
会
」を
開
き
ま
し
た
。こ
の

研
究
会
は
、イ
チ
ゴ
に
関
す
る
各
産
地
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
方
向
を

見
い
だ
し
、県
を
ま
た
い
だ
技
術
普
及
と
情
報
交
換
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
全
農
は
ガ
ス
器
具
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
て
、ガ
ス
機
器
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
講
習
を
年
に
2
回
開
い
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、第
1
回
を
8
月
30

日
〜
9
月
1
日
に
大
阪
府（
ノ
ー
リ
ツ
）で
、第
2
回
を
11
月
15
〜
17
日

に
神
奈
川
県（
パ
ロ
マ
）で
開
き
ま
し
た
。

　
九
州
の
イ
チ
ゴ
は
福
岡
、
長

崎
、熊
本
、佐
賀
と
主
産
地
が
並

び
、
栽
培
面
積
は
全
国
の
約
4

割
を
占
め
、「
さ
が
ほ
の
か
」、「
あ

ま
お
う
」、「
ゆ
め
の
か
」、「
ゆ
う

べ
に
」な
ど
全
国
に
名
だ
た
る
品

種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
研
究
会
に
は
J
A
の
営
農
指

導
員
、
各
県
関
係
機
関
を
は
じ

め
九
州
内
外
か
ら
、
約
1
4
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
分
県
農
林
水
産
研
究
指
導

セ
ン
タ
ー
が「
イ
チ
ゴ
生
産
に

お
け
る
炭
酸
ガ
ス
施
用
等
の
効

　

講
習
は
ガ
ス
機
器
の
分
解
、

点
検
、
故
障
診
断
の
技
能
習
得

を
目
標
に
、
3
日
間
の
日
程
で

4
～
5
種
類
の
機
器
の
構
造
と

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
ガ
ス
機
器
の
構
造
や

サ
ー
ビ
ス
資
料（
エ
ラ
ー
コ
ー

ド
な
ど
）の
見
方
に
関
す
る
座
学

に
始
ま
り
、
テ
ス
タ
ー
な
ど
を

使
っ
た
機
器
の
故
障
個
所
の
診

断
実
習
や
、
機
器
を
実
際
に
分

解
し
て
部
品
交
換
す
る
方
法
な

ど
を
学
び
、
大
変
内
容
の
濃
い

講
習
と
な
り
ま
し
た
。

果
的
活
用
技
術
」、㈱
ア
ク
ト
い

ち
ご
フ
ァ
ー
ム
が「
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
事
例
」、農
研
機
構
九

州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
が

「
日
本
産
イ
チ
ゴ
の
海
上
輸
送
技

術
」に
つ
い
て
講
演
、全
農
か
ら

は
バ
ン
カ
ー
シ
ー
ト
の
全
国
情

勢
に
つ
い
て
報
告
、J
A
熊
本

市
の
生
産
者
が
経
営
の
事
例
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
特
に
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
病
害
虫
防
除

（
ハ
ダ
ニ
の
特
性
）な
ど
に
つ
い

て
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
会
場
に
設
け
た
展
示

ブ
ー
ス
で
は
生
産
資
材
コ
ス
ト

の
低
減
に
つ
な
が
る
養
液
栽
培

用
肥
料
ア
ク
ワ
ン
、
天
敵
保
護

装
置
バ
ン
カ
ー
シ
ー
ト
、
調
光

フ
ィ
ル
ム
、P
プ
ラ
ス
な
ど
の

展
示
を
行
い
、
生
産
農
家
へ
提

案
で
き
る
情
報
を
発
信
し
ま
し

た
。

　
受
講
生
か
ら
は「
自
分
で
機

器
の
診
断
や
修
理
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
か
っ
た
た
め
大
変

勉
強
に
な
っ
た
」、「
現
場
で
役

立
つ
実
践
的
な
内
容
だ
っ
た
。

お
客
さ
ま
へ
の
説
明
に
生
か
し

た
い
」な
ど
と
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
本
講
習
以
外
に
も
、

L
P
ガ
ス
担
当
者
の
資
格
取
得

や
、L
P
ガ
ス
の
推
進
ス
キ
ル

向
上
を
支
援
す
る
講
習
会
な
ど

を
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

皆
さ
ま
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

会場の展示ブースでバンカーシートを紹介

テ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
ガ
ス
給
湯
器
の
部
品
の

不
良
が
な
い
か
を
確
認
す
る
部
品
診
断

ガ
ス
炊
飯
器
の
部
品
交
換
の

た
め
に
分
解
方
法
を
学
ぶ
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ＪＡ越後ながおか
（新潟県）

概要 平成３０年１月３１日 現在

正組合員数　　　　 　　 1万297人
准組合員数　　　　 　 1万3948人
職員数                       603人
販売品取扱高            54億3千万円
購買品取扱高          48億9千万円
貯金残高  　         1916億5千万円
長期共済保有高           7763億円
主な農産物　　 米、エダマメ、サトイモ

園
芸
流
通
セ
ン
タ
ー
が
稼
働

エ
ダ
マ
メ
、
サ
ト
イ
モ
振
興

師
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
を
生

産
し
て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
品

種
で
リ
レ
ー
す
る
よ
う
に
7
月

か
ら
10
月
上
旬
ま
で
出
荷
が
続

き
、時
期
に
よ
っ
て
違
っ
た
味
わ

い
が
楽
し
め
ま
す
。

　
長
岡
の
若
手
農
業
者
ら
に
よ

る「
世
界
え
だ
ま
め
早
食
い
選
手

権
」な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
共
催
や
、

総
合
ス
ー
パ
ー
・
イ
オ
ン
を
運

営
す
る
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式

会
社
な
ど
と
提
携
し
て
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、長
岡
産
エ
ダ
マ
メ

の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
向
け
て
P
R

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ト
イ
モ
は
平
成
27
年
に
里

芋
生
産
部
会
が
発
足
し
、
生
産

量
の
維
持
拡
大
と
品
質
の
向
上

を
進
め
て
い
ま
す
。現
在
生
産
部

会
に
は
34
戸
の
農
家
が
参
加
し
、

丸
み
を
帯
び
た
き
め
細
や
か
な

肉
質
の「
大や
ま
と和
早わ

生せ

」を
中
心
に
、

　
エ
ダ
マ
メ
は
、枝
豆
生
産
部
会

を
中
心
に
生
産
拡
大
を
図
り
、平

成
29
年
の
作
付
面
積
は
平
成
26

年
に
比
べ
て
約
2
倍
の
27
㌶
と
、

県
内
で
も
上
位
の
規
模
と
な
り

ま
し
た
。独
特
の
甘
い
香
り
が
特

徴
の「
肴さ
か
な

豆
」や
、
甘
み
が
強
く

優
れ
た
食
味
が
人
気
の「
一
寸
法

と
し
て
市
内
の
精
肉
店
に
提
供

し
た
り
、地
元
精
肉
店
の
組
合
な

ど
と「
な
が
お
か
芋
煮
会
」を
開

催
す
る
な
ど
、消
費
者
に
向
け
た

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
7
月
に
、エ
ダ
マ
メ
や
サ

ト
イ
モ
な
ど
園
芸
作
物
の
取
り

扱
い
拠
点
と
し
て
園
芸
流
通
セ

ン
タ
ー
が
稼
働
し
ま
し
た
。こ
の

施
設
は
、出
荷
時
期
や
量
を
調
整

す
る
こ
と
で
、供
給
量
と
価
格
を

安
定
さ
せ
る
ほ
か
、J
A
の
共
同

選
別
や
収
穫
機
の
共
同
利
用
で
、

生
産
者
の
作
業
軽
減
や
生
産
量

の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。最

新
の
色
彩
選
別
機
や
真
空
予
冷

装
置
、毛
羽
取
り
機
な
ど
を
導
入

し
、今
後
も
整
備
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

新
設
備
を
導
入
し

安
定
出
荷
、作
業
軽
減

福島県

新潟県

群馬県
栃木県

山
形
県

長野県

　
J
A
越
後
な
が
お
か
は
、長
岡

市
の
一
部
を
管
轄
と
す
る
J
A

で
す
。
有
数
の
米
ど
こ
ろ
と
し

て
、環
境
に
優
し
い「
エ
コ
・
5

─
5
米
」の
生
産
を
は
じ
め
、
エ

ダ
マ
メ
と
サ
ト
イ
モ
を
園
芸
の

主
要
品
目
に
位
置
付
け
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

長
細
い
形
で
ぬ
め
り
が
強
い「
土ど

垂だ

れ
」な
ど
を
生
産
し
て
い
ま

す
。11
月
か
ら
2
月
頃
ま
で
出
荷

し
、東
京
市
場
で
は
、そ
の
き
め

細
か
な
食
感
と
適
度
な
ぬ
め
り

が
好
評
で
す
。

　「
の
っ
ぺ（
新
潟
の
郷
土
料
理
）」

や
汁
物
、サ
ラ
ダ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
料
理
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と

し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
サ

ト
イ
モ
。里
芋
部
会
で
は
、長
岡

の
サ
ト
イ
モ
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、コ
ロ
ッ
ケ
の
原
料

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

エダマメ選果の最終ラインで徹底した検品

エダマメの脱
だっきょう

莢作業

サトイモの選別作業

部
会
中
心
に
生
産
振
興

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
P
R
に
力
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県
本
部

だ
よ
り

和
牛
振
興
と
水
田
フ
ル
活
用
の
実
現
へ

と
混
合
・
発
酵
さ
せ
て
作
る
、牛

に
と
っ
て
理
想
的
な
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
備
え
た
混
合
飼
料
で
す
。

　
県
の
和
牛
生
産
は
、小
規
模
経

営
や
生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。T
M
R
の

活
用
は
、飼
養
管
理
に
か
か
る
労

働
力
の
軽
減
や
生
産
コ
ス
ト
低
減

に
よ
っ
て
、こ
れ
ら
の
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、増
頭
や
斉
一
性
向
上

に
よ
り
広
島
和
牛
の
価
値
向
上
を

図
る
ほ
か
、飼
料
用
米
の
生
産
・

利
用
拡
大
に
よ
る
水
田
の
有
効
活

用
を
進
め
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
を
円
滑
に
運
営
す
る

た
め
に
昨
年
3
月
、行
政
や
J
A
、

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
る
関
係
機

関
と
協
定
を
締
結
し
、セ
ン
タ
ー

の
管
理
・
運
営
や
原
料
供
給
、

T
M
R
製
造
、利
用
推
進
な
ど
各

機
関
の
役
割
を
定
め
ま
し
た
。

　
和
牛
T
M
R
の
調
製
・
給
与
技

術
に
つ
い
て
は
、県
立
総
合
技
術

研
究
所
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
と
連

JA
 Z

ennoh W
eekly

県
本
部
だ
よ
り

携
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

製
造
し
た
T
M
R
は
、大
規
模
農

家
に
は
1
個
5
0
0
㌔
の
角
型
包

装
で
供
給
し
ま
す
が
、小
規
模
農

家
向
け
に
は
良
質
な
発
酵
を
促
進

し
、保
存
性
に
優
れ
た
20
㌔
の
袋

詰
め
包
装
で
供
給
で
き
る
よ
う
、

同
セ
ン
タ
ー
で
試
験
し
て
い
ま
す
。

　

和
牛
T
M
R
セ
ン
タ
ー
は
今

年
4
月
に
稼
働
し
、
製
造
し
た

T
M
R
は
県
本
部
の
実
験
牧
場
で

試
験
的
に
給
与
し
た
あ
と
、J
A

西
日
本
く
み
あ
い
飼
料
株
式
会
社

を
通
じ
て
生
産
者
へ
の
供
給
を
始

め
る
計
画
で
す
。2
0
2
0
年
度

の
本
格
稼
働
を
目
指
し
て
製
造
量

を
徐
々
に
増
や
し
、最
大
時
に
は

1
万
2
4
0
0
㌧
の
T
M
R
を
製

造
・
供
給
す
る
予
定
で
す
。

　

県
本
部
は
今
後
、
和
牛
専
用

T
M
R
に「
簡
易
牛
舎
整
備
支
援
」

「
E
T
産
子
相
対
取
引
・
分
譲
」を

加
え
た
三
本
柱
で
、県
の
畜
産
振

興
に
取
り
組
む
計
画
で
す
。

小規模農家向けに試験を
進めている袋詰包装

　
広
島
県
本
部
は
、和
牛
専
用
の

T
M
R（
混
合
飼
料
）を
通
じ
た

和
牛
の
生
産
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。今
年
3
月
に
は
、T
M
R

を
製
造
す
る
施
設「
和
牛
専
用

T
M
R
セ
ン
タ
ー
」を
、和
牛
生
産

が
盛
ん
な
県
北
地
域
に
新
設
し
ま

す
。

　
T
M
R
は
、
稲
W
C
S（
稲
の

穀
実
と
茎
葉
を
同
時
に
収
穫
し
発

酵
さ
せ
た
飼
料
）や
飼
料
用
米
を

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
飼
料
原
料

飼
養
管
理
の
労
力
の
軽
減

コ
ス
ト
低
減
の
切
り
札
に

小
規
模
農
家
向
け
に

20
㌔
の
袋
詰
め
試
験

完成したＴＭＲセンター

ＴＭＲを食べる牛

飼料用米の収穫

広島県本部

‘ひろしま米’のことをもっと知ってもらうために誕生した、ひろしま米の妖精。
LINEスタンプ配信中！「ひろしま米」で検索してね。い～ねくん5 2018 3.12 vol.835



　
同
協
議
会
は
、飛
騨
牛
の
生
産
、流
通
、販
売
な
ど
を
担
う
団

体
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
９
団
体
で
組
織
し
、１
９
８
８
年
に
発
足
。飛
騨

牛
の
普
及
や
販
売
促
進
に
努
め
、２
０
０
２
年
と
２
０
０
７
年
の
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
で
は
と
も
に
肉
質
日
本
一
に
輝
く
な
ど
、ブ

ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
足
立
能
夫
会
長（
岐
阜
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長
）

は
協
議
会
を
代
表
し「
こ
れ
ま
で
飛
騨
牛
は
栄
光
だ
け
で
な
く
、

口
蹄
疫
や
B
S
E（
牛
海
綿
状
脳
症
）な
ど
、困
難
に
も
直
面
し

た
が
、関
係
者
一
丸
と
なって
乗
り

越
え
、日
本
有
数
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
に

成
長
し
た
。今
後
も
優
れ
た
ブ
ラ

ン
ド
牛
と
し
て
歩
み
を
進
め
る
た

め
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、30
年
間
の
あ
ゆ
み

を
映
像
で
振
り
返
り
、飛
騨
牛
の
発
展
に
寄
与
し
た
購
買
者
と

生
産
者
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
鏡
開
き
の
後
、飛
騨
牛
の
ス
テ
ー
キ
な
ど
を
振
る

舞
い
、出
席
者
一
同
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。ま
た
、岐
阜
大
学
の

よ
さ
こ
い
サ
ー
ク
ル「
騒
屋
」が
お
祝
い
に
駆
け
付
け
元
気
な
舞
を

披
露
し
、華
を
添
え
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、今
後
も
飛
騨
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
取
り
組

み
を
行
って
い
き
ま
す
。

　
飛
騨
牛
銘
柄
推
進
協
議
会（
事
務
局
：
岐
阜
県
本
部
）は
２

月
21
日
、岐
阜
市
内
で
30
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会
を
開
き

ま
し
た
。式
典
に
は
飛
騨
牛
の
販
売・料
理
指
定
店
や
認
定
登

録
農
家
、岐
阜
県
知
事
、県
内
各
Ｊ
Ａ
代
表
、関
係
団
体
な
ど
か

ら
約
２
０
０
人
が
出
席
。こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が

ら
、今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

飛
騨
牛
銘
柄
推
進
協
議
会
が
30
周
年
記
念
式
、祝
賀
会

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、さ
ら
な
る
発
展
へ
決
意
新
た

約２００人が集まり飛騨牛のブランド力向上へ決意を新たにした30周年記念式典

感謝状を受けた生産者祝賀会に華を添えた岐阜大学のよさこいサークル「騒屋」

飛騨牛銘柄推進協議会を代表してあいさつする足立会長 感謝状を受けた購買者

祝賀会で提供した飛騨牛
のステーキ

そ
う 

や
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（園芸部）

　3月は、出荷産地が西南暖地から関東へと移り、冬野菜に代わって春野菜の
出荷が本格化してきます。

　キャベツは、愛知・千葉・神奈川などが中心の出荷となります。気温上昇にともない生
育の回復が見込まれますが、これまでの低温等の影響で小玉傾向の出荷となる見込みで
す。出荷量は、多かった前年を下回る見込みです。
　ハクサイは、茨城・兵庫などが中心の出荷となります。秋冬作が終盤で中旬から春作
の出荷が始まります。春作の生育はやや遅れ気味。総体の出荷量は、前年並みか前年をや
や下回る見込みです。
　レタスは、茨城・兵庫・静岡などが中心の出荷となります。台風後に定植したものが出
荷されますが、低温と干ばつで生育は遅れ気味です。出荷量は、前年を下回る見込みです。
　ダイコンは、千葉・神奈川などが中心の出荷となります。中旬以降はまき直し分の出荷
もあり増量の見込みですが、低温で小ぶりの仕上がりとなる予想。出荷量は、前年を下回
る見込みです。
　ニンジンは、千葉の秋冬作から徳島などに産地が切り替わります。終盤の千葉は残量
少なめ、徳島は種まき作業や生育に遅れが見られます。総体の出荷量は、前年を下回る見
込みです。
　トマトは、熊本・静岡・栃木・愛知などが中心の出荷となります。出荷量は、前年並み
を見込みます。
　キュウリ・ナスは、西南暖地や関東産地からの出荷となります。生育に大きな問題はな
く、出荷量は多かった前年をやや下回る見込みです。
　バレイショは、北海道や鹿児島が中心の出荷となります。出荷量は、前年並みを見込み
ます。
　タマネギは、北海道・佐賀・静岡などが中心の出荷となります。出荷量は、前年並みを
見込みます。

　店頭では、ひな祭りや卒業式などの催事に合わせたフェアが実施されます。
鍋商材からサラダ商材を中心とした売り場の演出が行われるようになります。

春野菜の出荷が本格化

野  菜 果  実

　3月は、イチゴと中晩かん類が中心で、その他、キウイフルー
ツ、アールスメロン、スイカなどの品目展開となります。

　ミカンは、貯蔵物の産地を残して、出荷は終盤に向かいます。
　その他のかんきつ類では、デコポン・清見などを中心とした中晩か
んの出回りが中心となります。
　不知火は、熊本・愛媛の露地物の出荷が本格化し、ピークを迎えま
す。小玉傾向となっており、前年よりやや少ない出荷量が見込まれま
す。
　清見は、和歌山に続いて愛媛からの出荷が始まります。１月の降雪
により、前年を下回る出荷量が見込まれます。
　リンゴは、青森の貯蔵物の出回りとなります。貯蔵量はふじ・王林と
もに前年を下回る見込みです。
　イチゴは、栃木・福岡・佐賀・静岡などが中心の出荷となります。３
月に入ってからは各産地とも３番果が順調な出荷となり、出荷量は前
年並か前年をやや上回る見込みです。
　キウイは、和歌山・愛媛などが中心の出荷となります。出荷量は不
作であった前年を上回る見込みです。
　アールスメロンは、静岡が中心の出荷となります。低温の影響によ
り小玉傾向であり、出荷量は前年をやや下回る見込みです。
　スイカ類は、大玉スイカが熊本、小玉スイカが群馬・茨城等の関東
産地が中心の出荷となります。大玉スイカ・小玉スイカともに低温の
影響により小玉傾向であり、出荷量は前年をやや下回る見込みです。

　3月は催事が多く、人気のあるイチゴ、デコポンなどが販売
の目玉として積極的に陳列されるようになります。特にイチゴ

は、各産地から個性的な品種や商品が出回っており、豊富な品ぞろえ
となります。

　2月は、レタス、トマト・ミニトマト、ニンジンの主産県が一堂に会し、作況見通しや販売対
策の共有化、消費拡大の進め方について協議しました。今後も主産県による情報交換会などを
定期的に開催し、出荷情報や販売情報の共有を図ります。

イチゴと中晩かん類が中心

青 果 情 勢
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発行／全国農業協同組合連合会　2018年（平成30年）3月12日発行（毎週月曜日発行）
第3231号　編集・発行人／広報部　落合成年　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、3/23（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金のほか、お届け先により送料が必要となります。

　今年もおいしい「アイコとまと」が出来ました！
　越冬のミニトマト「アイコ」は、耕栽培・水きりで一段と甘く・みずみず
しくはじけるうま味です!! 
　真っ赤に完熟した「アイコ」は、甘くて濃厚なので、是非デザートと
してお召し上がりください。
　おいしい食べ方は、冷蔵庫で冷やしすぎると甘味が落ちますので、
食べる前に冷水や氷水などで軽く冷やして食べるのがおススメです。
　本当に甘いトマトを食べたいあなたへ、この機会にご賞味ください。
　今年も「アイコとまと」専業農園からお届けします。

朝摘み「アイコ」（ミニトマト１㌔）……2650円

にじ農業協同組合（福岡県）

クーポントピックス ポイント

スマホアプリを公開中
JA全農のイベントや新商品に関する最新情報が
さらに充実！ 作動環境：スマートフォン iOS８以上　Ａndroid4.3以上

「食と農」の情報を広く消費者へ！

JAタウンは
こちらから

JA全農チビリンピック2018

今年もこどもの日に開催
参加者を募集中

　全農が特別協賛するスポーツの祭典「ＪＡ全農チビリンピック」
（主催：日刊スポーツ）が、今年も「こどもの日」の５月５日、横浜市
港北区の日産スタジアムなどで開催されます。　　　　 【広報部】

　恒例の親子マラソンなど親子で楽しめ
る競技やさまざまなイベントが盛りだくさ
ん。各競技種目への参加者募集を開始し
ています。
　また、「ＪＡ全農杯全国小学生選抜サッ
カー決勝大会」を行うため、現在各地区で

予選大会が開かれています。
　今年もゲストとしてシドニー五輪金メダリ
ストの高橋尚子さんや元サッカー日本代表
の北澤豪さんなど豪華なゲストをお招きす
る予定です。
　ぜひ、この機会に家族でご参加ください。

5月5日 土 日産スタジアムほか開催日 会　場

お問い
合わせ

ＪＡ全農チビリンピックの
ホームページはこちらから
http://www.chibirinpic.com/

JA全農 
チビリンピック事務局
（03-6262-2869）

JA全農チビリンピック2018

今年もこどもの日に開催
参加者を募集中

昨年の親子マラソン

俊足を競う100㍍走

2018 3.12 vol.835
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2

4

茨城県本部はプロバスケットボールのスポンサーゲーム
でオリジナル品種の米「ふくまる」を手渡しＰＲ（２面）

米国ロサンゼルス市近郊に設立した食肉加工施設
（２面）

飛騨牛銘柄推進協議会30周年で今後の発展を願い鏡開きをする同協議会の足立能夫会長（岐阜県本部運
営委員会会長、右から3人目）と全農の桑田義文常務（同2人目）ら（６面）

5

このキャラクターの詳細は紙面のどこかに…

7

8

ニュース＆トピックス（ＪＡ全農インターナショナル㈱、茨城県本部）
ニュース＆トピックス（肥料農薬部・生産資材部、営農・技術センター）
ＪＡズームイン（ＪＡ越後ながおか）
県本部だより（広島県本部）
青果情勢（園芸部）
コミュニケーション（広報部、ＪＡタウン）

飛
騨
牛
銘
柄
推
進
協
議
会
が
30
周
年

2
面
米国に設立した食肉加工施設が３月から稼動
和牛を顧客ニーズに対応し加工、輸出拡大を図る

6面
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